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３．魚類調査結果

千代田地区周辺で実施された平成 年度及び平成 年度の魚類調査結果を表３－１に12 14
示す。

表３－１ 魚 類 調 査 結 果
魚類調査結果

調査年月 平成 年度 平成 年度12 14
魚道対象魚種6/29 8/23 11/7 5/14 8/6 10/22

魚 種 ～ ～ ～ ～ ～ (１３魚種)10/25
10/316/30 8/24 11/8 5/15 8/7

カワヤツメ成魚 ○ ○ ● カワヤツメ
カワヤツメ属幼生 ○ ○ ○ ○ ○*1

サケ親魚 ○ ○ ● サケ
遡 サケ稚魚 ○ ○
河 カラフトマス ○ ● カラフトマス
回 サクラマス幼魚 ○ ● サクラマス
遊 ニジマス ○ ○ ○ ○ ○ ● ニジマス
魚 アメマス ○ ● アメマス

ウグイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ウグイ
ウグイ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○*2

イトヨ ○ ○ ○ ○ ● イトヨ
ワカサギ ○ ○ ● ワカサギ
エゾハナカジカ ○ ○ ○ ○ ○ ● ｴｿﾞﾊﾅｶｼﾞｶ両側

*4

ウキゴリ ○ ● ウキゴリ
エゾウグイ ○ ○ ○ ○ ○ ● エゾウグイ

純 ギンブナ ○ ○
淡 モツゴ ○
水 モツゴ属 ○ ○ ○*3

魚 フクドジョウ ○ ○ ○ ○ ○
ジュズカケハゼ ○ ○ ○ ○
キタノトミヨ ○ ○

● ヨシノボリ類*1 : カワヤツメかスナヤツメかシベリヤヤツメか判定できなかった小型個体
年度調査ではスナヤツメ(純淡水魚)として扱われていた個体H12

ウグイかエゾウグイか判定できなかった小型個体*2:
モツゴかシナイモツゴか判定できなかった個体*3:
年度調査ではハナカジカ(純淡水魚)として扱われていた個体*4:H12

■調査結果と魚道対象魚種について

① 年度調査において新たに捕獲されたのは、サクラマス、ワカサギ、エゾハナH14
カジカ、ウキゴリ、ギンブナ、モツゴ及びキタノトミヨの７種である。

②魚道対象魚のサクラマスは 年度調査では確認されていなかったが、 年度H12 H14
調査において下流の支川猿別川で確認された。

③魚道対象魚のワカサギは 年度調査では確認されていなかったが、 年度調H12 H14
査において千代田堰堤下流及び新水路内等の広範囲に確認された。

④エゾハナカジカは両側回遊魚であり、千代田堰堤下流等で広範囲に確認されたこと
から魚道対象魚種とする。

⑤ウキゴリの確認された場所は調査の最下流地点(利別川合流点上流)であるが、今後
千代田地区まで遡上することが期待されることから魚道対象魚とする。

⑥ギンブナ、モツゴ及びキタノトミヨは純淡水魚で移動性が大きくはないことから、
魚道対象魚にはしない。

⑦ 年度調査および 年度調査ともに、ヨシノボリ類(両側回遊魚)が確認されH12 H14
ていないが、本来生息していた魚種であることから対象魚とする。
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千代田地区で実施された平成 年度及び平成 年度の魚類調査地点を図３－１に示す。12 14

上流 下流

St-4 St-3 St-3' St-2 St-2' St-1地点名 魚 道 内

本川 本川 本川 本川 本川新水路 猿別川

調査年度 Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

12 14 12 12 14 14 14 14 14
魚種 年 年 年 年 年 年 年 年 年

度 度 度 度 度 度 度 度 度

カワヤツメ成魚 ○ ○ ○ ○
遡 カワヤツメ属幼生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
河 サケ親魚 ○ ○
回 サケ稚魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
遊 カラフトマス ○
魚 サクラマス幼魚 ○

ニジマス ○ ○ ○ ○
アメマス ○
ウグイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウグイ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イトヨ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ワカサギ ○ ○ ○ ○
エゾハナカジカ ○ ○ ○ ○ ○両側
ウキゴリ ○
エゾウグイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

純 ギンブナ ○ ○ ○
淡 モツゴ ○
水 モツゴ属 ○ ○ ○ ○
魚 フクドジョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジュズカケハゼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キタノトミヨ ○ ○ ○ ○ ○

注 ： 魚道対象魚(他に、ヨシノボリ類も魚道対象魚である)

平成14年度調査●

平成12年度調査○

図３－２ 千代田地区周辺における魚類調査結果
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図３－１ 魚類調査地点位置図
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堰横魚道及び高水敷魚道で対象とする魚類は次のとおりとする。

ワカサギ、イトヨ及びエゾハナカジカは遊泳力が小さい小型魚で、流速の緩い沿岸部を

遡上することが想定されるために、河床勾配が緩やかな多自然型魚道として整備する高水

敷魚道(魚道入口は新水路合流後の本川右岸側)を利用させる。

表３－２ 各魚道の対象魚種

対象魚種 特 性 既設魚道 新水路魚道の対象魚種
生 活 型 遊泳特性・ での捕獲 堰横魚道 高水敷魚道

調査 ( ～ 月に通水) ( ～ 月に通水)ｻｲｽﾞ ( )H12 1 8 1 12
○ ○カワヤツメ 遡河回遊魚 底生魚 ×

× ○ワカサギ 〃 遊泳魚( ) ×遊泳力：小
小型魚

○ ○サケ 〃 遊泳魚( ) ○遊泳力：大
サケ捕獲期(９～１２月) サケ捕獲期(９～１２月)大型魚
は当面遡上させない は当面遡上させない

○ ○カラフトマス 〃 遊泳魚( ) ×遊泳力：大
大型魚

○ ○サクラマス 〃 遊泳魚( ) ×遊泳力：大
大型魚

○ ○ニジマス 〃 遊泳魚( ) ○遊泳力：中
中型魚

○ ○アメマス 〃 遊泳魚( ) ○遊泳力：中
中型魚

○ ○ウグイ 〃 遊泳魚( ) ○遊泳力：中
中型魚

× ○イトヨ 〃 遊泳魚( ) ×遊泳力：小
小型魚

× ○エゾハナカジ 両側回遊魚 底生魚 ×
カ

○ ○ウキゴリ 〃 底生魚 ×

○ ○ヨシノボリ類 〃 底生魚 ×

○ ○エゾウグイ 純 淡 水 魚 遊泳魚( ) ○遊泳力：中
中型魚
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表３－３ 魚類調査結果（平成14年度1回目 5月14日～15日）
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表３－４ 地点別魚体測定結果（1回目：5月14日～15日）
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表３－５ 魚類調査結果（平成14年度2回目 8月6日～7日）
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表３－６ 地点別魚体測定結果（2回目：8月6日～7日）
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表３－７ 魚類調査結果（平成14年度3回目 10月22日・25日・31日）
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表３－８ 地点別魚体測定結果（3回目：10月22日・25日・31日）


